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土木広報センターの設立土木広報センターの設立

• ２０１５年６月１５日に「土木広報センター」を設立
• 土木界が一体となって取り組む広報の中核とな

る組織の活動を開始
• 土木界の広報活動を支える常設組織は「土木の

日」制定時の土木学会企画広報室（1９８７年～２
００５年）以来１０年ぶり

• 英文表記はCommunications and Public 
Relations Centerとして、土木学会の英文表記
Japan Society of Civil Engineersと組み合わせ
て使用することで日本の土木界の広報センター
であることを表す
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土木広報アクションプランの目的土木広報アクションプランの目的

• 土木界から国民・利用者に「伝わる」ことを目指し、
国民・利用者が何を求めているかが「伝わる」広報を
考えることにより、「相互に利益をもたらす双方向のコ
ミュニケーション」を実現し、ステークホルダーとの間
に継続的な信頼関係を築く。
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考えることにより、「相互に利益をもたらす双方向のコ
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土木広報アクションプランの目標土木広報アクションプランの目標

１．東日本大震災の経験と教訓を継続的かつ効
果的に国民に（次世代を含む）伝える。

２．社会資本の果たしてきた役割と意味を、正
確にかつわかりやすく国民に伝える。

３．今後必要な社会資本整備について、真に必
要な暮らしを支えるものとして国民に伝える。

４．社会資本整備に係わる関係者の役割や活
動を国民に伝える。
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土木広報アクションプランの
対象者と対象別メニュー
土木広報アクションプランの
対象者と対象別メニュー
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I 重点対象者
（東日本大震災の経験と教訓を伝える）

II 特定対象者
（特定世代・地域にかかわる）

III 一般対象者
（不特定多数）

Ａ

当
事
者

A-I 土木関係者
1) 土木関係者への広報研修の実施
2) 土木界内の広報に関する情報共有
3) 最高広報責任者の明示

A-II 工学系高校生・大学生
4) 学生向けの特別授業やセミナー等

A-III 土木マニア・ファン・シニア
5) 土木検定の実施
6) 体験ツアー等の実施

Ｂ

中
間

B-I 家族・主婦
7) 誤解や不正確な情報には正確な情
報を提供する。
8) 一般の女性が関心のある内容で土
木を広報
9) ファミリーデー（社員の家族による会
社訪問日）の開催
10) “Facebook”“twitter”公式アカウ
ントによる情報提供
11)  災害時広報体制の確立

B-II 幼児・小学生・ 中学生・高校生
12) 学校の図書館に所蔵できる土木
図書の作成
13）教育指導者向けの学習会の開催
や教材開発
14）教育素材の提案、企画づくり
15) 土木技術者を講師とした土木教
室の開催
16) 国語辞典における土木の意味と
用例の提案、普及

B-III 一般市民・利用者
17) 観光と一体となった現場見学ツアーの実施
18) 100万人の市民現場見学会の改善
19) 土木に興味のある著名人への土木イベント
招待や執筆依頼
20) 道の駅やSA/PA、駅での情報発信
21) 生涯学習で地域の土木を素材化
22) 土木用語のWikipediaへの投稿
23) 電車のつり広告の掲載
24) 土木共通のシンボルマーク・シンボルロゴ・
ゆるキャラの制定
25) 工事に携わった土木技術者の氏名を記した
銘板の設置

Ｃ
第
三
者

C-I 報道関係者・識者・作家
26) 記者との懇談会の実施
27) 記事にされやすい情報発信
28) 識者向けの情報発信

C-II 地方報道関係者・ 利害関係者・
地域住民
29) 地方報道記者との勉強会
30) 第三者による検証や再現が可能
な説明資料の提供

C-III 世論・輿論
31) 土木知識に関する対応窓口設置
32) テレビ情報番組の制作
33) 番組制作会社へのはたらきかけ



土木広報センター設立の趣旨土木広報センター設立の趣旨

• 社会と土木の100年ビジョン－あらゆる境界をひらき、持続
可能な社会の礎を築く－（土木界、土木学会、土木技術者
が今から行動すべき事柄）
①市民、メディアとのコミュニケーションの推進－不言実行から有
言実行へー
②社会の技術リテラシー向上への貢献

• ＪＳＣＥ２０１５－あらゆる境界をひらき、市民生活の質向上
を目指す－（土木学会の活動目標と行動計画）
重点課題：価値ある情報発信と情報収集機能の構築と運用
– 社会のインフラに対するニーズを的確に把握し、学会内の有機

的結合で整理されたシーズや新たな検討成果に基づき情報発
信をする仕組みの構築を行います。

• 土木広報インフラ（戦略と施策・組織体制・仕組み）の構築
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課題解決に向けて
土木広報センターの役割
課題解決に向けて
土木広報センターの役割

• 土木広報全般の主導的組織の設置

– 土木広報センター／土木広報戦略会議（編成中）

• 土木広報全般の戦略案の立案と共有

– 土木広報センター／土木広報戦略会議（編成中）

• 広報ノウハウ、情報の集約・活用

– 土木広報センター／土木広報連絡会（編成中）

• 広報活動の連携・推進
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土木広報センター設立後の
土木学会コミュニケーション部門
土木広報センター設立後の
土木学会コミュニケーション部門
土木広報の組織 機能グループ等の名前 組織の機能：リーダー・グループ長

土木広報戦略会議 （編成中） 土木界のリーダーを集め、戦略を決定

土木の日実行委員会 （平成２７年度は経過措置として継続） 「土木の日」「くらしと土木の週間」

土木広報連絡会 （編成中） 主に学会内の連絡・調整

土木広報センター
（非常勤）

センター長
センター次長
グループ長
センター員

（常勤）
センター長補佐

山本佳正
センター職員

佐藤雅泰

センター長 依田照彦（早稲田大学）

センター次長

小松淳（日本工営）
五道仁実（国土交通省）
島谷幸宏（九州大学）

企画グループ
土木広報戦略の検討・立案、報道機関懇談会、全国大会企画等従来の本部事業：
大幢勝利（労働安全衛生総合研究所）

情報集約・発信グループ
情報収集および情報発信、土木学会Facebookページ運営、学会サイト群運営支援
等：小松淳（日本工営）

社会インフラ解説グループ
社会インフラに係わる正確な情報、解説の展開、土木のパンフレット、土木史・土木
遺産他、出版・映像企画支援：緒方英樹（全国建設研修センター）

市民交流グループ 市民交流事業、100周年継続事業をサブグループに：島谷幸宏（九州大学）

－未来のT&Iコンテストグループ 宮田喜壽（防衛大学校）

－市民普請大賞グループ 萱場祐一（土木研究所）

－土木コレクショングループ 樋口明彦（九州大学）

－どぼくカフェグループ 高橋良和（京都大学）

土木広報アクショングループ
土木広報アクションプランのモニタリング及び推進（国語辞典、土木ツアー等）：
佐々木正（国土技術研究センター）

（仮称）土木の魅力グループ
社会コミュニケーション委員会、教育企画・人材育成委員会、建設マネジメント委員
会合同の次世代技術者対応：未定

解説委員 経験豊富な解説陣にて、土木に関する話題について、適時、的確、平明に解説

学会誌編集委員会 （従来通り） 土木学会誌の編集、出版
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企画グループ企画グループ

• 土木広報戦略の検討・立案

• 全国大会の企画等従来の本部事業

• 報道機関懇談会の開催

– 土木学会の活動内容

– 委員会活動の成果報告

– 現場視察会（オリンピック関連）

– 全国紙のみでなく、地方紙や地方局の担当者に
も広報・情報共有したい
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情報集約・発信グループ情報集約・発信グループ

• これまで、土木学会サイトの運営支援、土木
学会Ｆａｃｅｂｏｏｋページの運営、土木の日記
念行事のライブ中継等の情報発信

• これから、土木学会・土木界の情報収集・情
報集約のための連携・働きかけ、さまざまな活
動の記録・蓄積

• 分析、戦略策定のもとになる情報整理

• そして、ライブ中継等タイムリーに情報発信、
情報公開して、「伝わる」をモニタリング

• これまで、土木学会サイトの運営支援、土木
学会Ｆａｃｅｂｏｏｋページの運営、土木の日記
念行事のライブ中継等の情報発信

• これから、土木学会・土木界の情報収集・情
報集約のための連携・働きかけ、さまざまな活
動の記録・蓄積

• 分析、戦略策定のもとになる情報整理

• そして、ライブ中継等タイムリーに情報発信、
情報公開して、「伝わる」をモニタリング
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社会インフラ解説グループ社会インフラ解説グループ

• 目的
– 社会資本の果たしてきた役割と意味を正しくわかりや

すく伝える

• 段階的目標
– 国土、インフラ基本情報の収集整理
– 土木リテラシー向上に貢献する支援
– インタープリターの養成

• 具体的活動
– 市民や教育機関等との連携や支援
– 多岐分野にわたる解説委員の整備
– ネット配信→出版、市民講座等
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土木広報アクショングループ土木広報アクショングループ

• 目的
①アクションプランの理解増進
→ 土木界をあげた広報という認識の共有拡大
②アクションプランのフォローアップ
→ 産学官、各自の得意分野における広報活動／できている取組み、で
きていない取組み／連携強化する取組み、立ち上げを検討する取組み

• 当面の活動
①土木界をあげた広報という認識を広めるために
→ 足元の学会地方支部との連携、関係協会との連携／広報担当者間
の情報交換のしくみづくり
②アクションプランのフォローアップのために
→ 33メニューの実行状況／それぞれの主体がどんな活動しているか
→ 実施状況を土木広報戦略会議に報告／連携して活動を進化・深化
させる取組みの発掘／活動が手薄な取組みの発見、てこ入れ
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市民交流グループ市民交流グループ

• ミッション
– 市民と土木界との交流により、土木への理解や親しみ

を促す
– 土木の日／未来のＴ＆Ｉ／市民普請／土木コレクショ

ン／土木カフェ

• 基本方針
– 市民目線で取り組む
– もともと関心がないことを前提に
– 知らせたいことではなく、知りたいこと
– 市民の価値観を前提に
– かっこよく（デザインにこだわる）

• ミッション
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ン／土木カフェ

• 基本方針
– 市民目線で取り組む
– もともと関心がないことを前提に
– 知らせたいことではなく、知りたいこと
– 市民の価値観を前提に
– かっこよく（デザインにこだわる）
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市民交流グループ
土木の日実行グループ
市民交流グループ
土木の日実行グループ

• これまでの土木の日実行委員会の取り組みを
引き継ぐ

• 支部での展開を基本に

• 全土木の取り組みへ

• これまでの土木の日実行委員会の取り組みを
引き継ぐ

• 支部での展開を基本に

• 全土木の取り組みへ
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100周年事業の成功例に学ぶ100周年事業の成功例に学ぶ

• 統一ロゴ、統一キャッチコピー
• 100周年事業Webサイト
• 支部との連携強化、支部部会によって深まった絆
• 土木界の一体感醸成
• 社会貢献、市民交流事業の展開
• 出版、新聞、放送、観光業界への展開

– ドボジョ（清文社、イカロス出版、在京各局）
– 土木チャンネル（建設三紙）
– 土木コレクション（地方紙、地方放送局）
– 土木ツアー（JTB、ユナイテッドツアーズ、在京各局）

• 土木コレクションのクリアファイル、図録販売、市民アンケート
• 未来のT&Iコンテスト、市民普請大賞の運営、映像記録

– 日本建設業連合会、日本科学未来館との新たな関係

• 統一ロゴ、統一キャッチコピー
• 100周年事業Webサイト
• 支部との連携強化、支部部会によって深まった絆
• 土木界の一体感醸成
• 社会貢献、市民交流事業の展開
• 出版、新聞、放送、観光業界への展開

– ドボジョ（清文社、イカロス出版、在京各局）
– 土木チャンネル（建設三紙）
– 土木コレクション（地方紙、地方放送局）
– 土木ツアー（JTB、ユナイテッドツアーズ、在京各局）

• 土木コレクションのクリアファイル、図録販売、市民アンケート
• 未来のT&Iコンテスト、市民普請大賞の運営、映像記録

– 日本建設業連合会、日本科学未来館との新たな関係
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１００周年記念事業のうち
土木広報センターが継続する事業
１００周年記念事業のうち
土木広報センターが継続する事業

１００周年記念事業 事業内容

未来のＴ＆Ｉコンテスト
１００年後に実現したい夢のテクノロジー
とアイデアの公募から技術検討

市民普請大賞
すぐれた市民普請（市民主導の公共事
業）の発掘、応援

土木コレクション
ＨＡＮＤＳ＋ＥＹＥＳ

明治から昭和初期の手書き図面と未来
的土木事業の巡回展示（ドボコレ）

どぼくカフェ
土木に関する話題提供を人が行き交う
まちなかのオープンな場所で

土木ツアー
土木構造物、土木遺産を媒体に土木を
知って親しみ身近にするツアー
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今年度の活動例今年度の活動例
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未来のＴ＆Ｉコンテスト未来のＴ＆Ｉコンテスト

• 小学生を対象としたア
イデア部門のコンテスト
とする予定。

• 開催頻度は、3年に1回
とする。次回は2017年、
次々回は2020年。

• 小学生を対象としたア
イデア部門のコンテスト
とする予定。

• 開催頻度は、3年に1回
とする。次回は2017年、
次々回は2020年。
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市民普請大賞全国交流会議２０１５市民普請大賞全国交流会議２０１５
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土木コレクション（岡山・札幌）土木コレクション（岡山・札幌）
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どぼくカフェ
（関東支部スチューデントチャプター）
どぼくカフェ
（関東支部スチューデントチャプター）
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どぼくカフェ（関西支部ＦＣＣ）どぼくカフェ（関西支部ＦＣＣ）
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どぼくカフェ
（中国支部が主催、関西支部が協力）
どぼくカフェ
（中国支部が主催、関西支部が協力）
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土木史サロン（土木広報センター共催）土木史サロン（土木広報センター共催）
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土木の日シンポジウム土木の日シンポジウム
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土木学会Ｆａｃｅｂｏｏｋページの行事チラシ土木学会Ｆａｃｅｂｏｏｋページの行事チラシ
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「土木」ということばについて「土木」ということばについて
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土木 どぼく ドボク ＤＯＢＯＫＵ？土木 どぼく ドボク ＤＯＢＯＫＵ？
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土木の新しい説明の提案（試案）土木の新しい説明の提案（試案）

どぼく【土木】
提案１： “広辞苑”等の中型国語辞書への掲載イメージ
① 人間と自然が共存する豊かな文明社会の創造を目的とする学問。
② 道路・鉄道・下水道・港湾など、社会資本の整備や機能維持を通じて、国民生活を豊
かにし、経済活動を支える行為。

提案２： “新明解国語辞典”のように読んで楽しい辞書への掲載イメージ
人間や社会を自然の脅威から守り、人間の行動および社会活動を円滑化し、かつ向上さ
せるための学問。または道路・鉄道・下水道・港湾など、社会資本の整備や機能維持を通
じて、これらの目的を果たすための行為。

提案３： ごく平易に表現した辞書への掲載イメージ
自然災害から人を守り、住み良いまちをつくり、快適な生活を支えるとともに、自然と調和
した美しい国土をつくり、社会・経済を活発にするための学問。または道路・鉄道・下水
道・港湾など、社会資本の整備や機能維持を通じて、これらの目的を果たすための行為。

提案４： 小学生向けの辞書への掲載イメージ（小学校4年生までの配当漢字で作成）
地しん、つ波、台風などの自然さい害から人を守り、自然を大切にしながら、人びとが気
持ちよく生活できるまちづくりの方法を考えることや、出かけやすさ、物の運びやすさなど、
世の中を活発にするような仕組みを考えること。またはこれらの目的のため、道路・鉄道・
下水道・港などをつくること、こわれたりいたんだりした部分を直すこと。
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